
すべての生成は
なんらかの変化
で、すべて神的
なもの、すなわ
ち神は不変

アリウス主義者カンディドゥスの弁論家ウィクトリヌスへの手紙�ー�神的生成について

父である神は万
物の内にあり、
万物の第一の
原因

不変であり変わ
りえないものが
生まれたもので
もなく何かを生
むものでもない
とするならば、
神は生まれたも
のではない

実体（substantia）も実体性
（substantialitas）も実在する
もの（exsistence）も本質性
（essentitas）も実在
（exsistentia）も実在性
（exsistentialitas）も可能態
（potentia）も、神の存在に先

立ちはしなかった

これらのすべては神ご自身である
か、神より後のもののどちらか。神
ご自身がすべてのものを現存させ

るから

これらのも
のがより先
にあったと
仮定すると

これらのものが神を
生むことがどのよう
にして可能だったの

だろうか

これらのものは完全なものではな
かったし、それ自体によって自存す

るものでもなかった

不完全であったにもか
かわらず、完全な神を
生んだり造ったりしたの

だろうか

神が不完全であるなら
ば、これらのものがすで
に在ったものを生むこと

に理由がない

これらのものが神を生
むということには理由が
ないか、無益であるか、

不可能

可能態は存在
するすべてのも
のより先だと言
われている

可能態それ自
体が、現実態も
働きもなしにそ
れ自身によっ
て、何ものかで
あることに到達
することはない 可能態は現実

態がなければ
可能態的存在
として在ること
の内にとどまる

神の生成に
おいて力あ
るものでは
ない

それゆえ神は生ま
れたのではない

実体、実体性が
実在、実在性
が、神が在るの
に先立って在っ
たのだろうか

実体はそれ自
体の内に在るも
のの基体であ
り、それ自体の
内に在るものと
は他のものとし
てある

神は神である以
上、ある別のも
のの内に他なる
ものとして在る
のではない

神は、先に存在して
いた実体からのもの

ではない

実体はそのもの
の受容体として
生じてきたので

ある

基体がそれの
受容体であると
ころのそのもの
は、基体より優
れている

基体は後に生ま
れてきた

実在は存在を所有する
状態の内にあるが、実
在性は存在しうるという
可能態であり、いまだ存
在それ自体ではない

実在は実在性と
異なる

実在は実体とは
さらに異なる

実在は存在そ
れ自体であり、
唯一の存在実在は存在だ

けを所有するの
ではなく、在る
性質をもったな
んらかのもの

どのようにして神は
先立って在る実在
あるいは実在性から
生まれたのか

万物を生み出した、
それらのもの全て
がそこから生じたも
かのものは、生まれ
たものではない

生まれたのではな
いものは初めがな
く、終わりもない

神は変化せ
ず、変わりえ
ない。

生むことと
生まれるこ
ととはなん
らかの変化
であるの
で、神は生
むことをしな

い

反射:反射とは光り輝く実体から逃
げ去る明るさで、実体的なもので
あるが実体でなく、変様である

光線の放射:それが生まれたもの
であるなら変様する

点の流れ:それ自体から発出しな
い。発出するならそれはもはや線で
ある。それゆえ点は変化する

放出:神が何かを放出するなら、放
出されるものは、同じ力に属する
か、同じではない力に属する

同じ力に属するなら、どうして二つ
の神がいるのか、一つのままで完
全である充溢を増やす必要はない

発出するものが同じ力に属さない
なら、神は変化することになり、一
部の損失をこうむることになる

像:像の元は実体だが、像は質に関
して単に素描された現れに過ぎな

い


